
す
ぐ
れ
た
仏
典
の
例
に
漏
れ
ず
、
世
親
（
ぐ
ｐ
ｍ
ｐ
ｇ
且
冒
）
の
『
阿
毘

達
磨
倶
舎
論
」
（
患
置
き
ミ
ミ
§
・
曽
喜
魯
曽
）
は
豊
か
な
注
釈
学
的
伝
統

を
生
ん
だ
。
本
国
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
注
釈
書
に
限
っ
て
み
て
も
、
本
論

の
語
義
注
解
を
内
容
と
す
る
正
統
的
な
釈
疏
は
も
ち
ろ
ん
、
本
論
か
ら
重

要
な
記
述
を
抜
き
出
し
て
編
纂
さ
れ
た
抄
本
、
あ
る
い
は
本
論
に
引
か
れ

て
い
る
経
典
類
の
み
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
特
異
な
資
料
集
に
至
る
ま
で
、

実
に
多
彩
な
「
倶
舎
論
注
」
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
そ
れ
ら
の
原
典
は
一
本
を
除
い
て
現
存
し
て
い
な
い
。
今
日
イ

ン
ド
成
立
『
倶
舎
論
』
注
を
最
も
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
擁
し
て
い
る
の

は
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
、
す
な
わ
ち
西
蔵
大
蔵
経
タ
ン
ジ
ュ
ー
ル
の
経
疏
部
門
で

あ
る
。本
書
は
そ
れ
ら
タ
ン
ジ
ュ
ー
ル
所
蔵
イ
ン
ド
系
「
倶
舎
論
』
注
釈
の
す

０
１
く
Ｊ
１
ノ
、
ｆ
、
Ｊ
ｊ
ｌ
ノ
、
１
ｌ
ｊ
ｒ
、
ノ
、
Ｊ
ｊ
ｒ
１
ｆ
１
ｆ
１

書
評
・
紹
介

そ
屯
／
１
Ｊ
、
く
Ｊ
ｆ
ｌ
く
Ｊ
、
〃
く
Ｊ
ｋ
ｊ
、
ｒ
り
く
ｊ
，
く
ｊ
Ｉ

三
角
ｐ
Ｈ
①
屍
三
角
①
］
○
門
“

司
扇
謹
言
苫
包
寄
慧
啄
隆
ミ
ョ
ョ
番
ミ
、
量
亀
ざ
曾

含
麓
包
『
琴
、
Ｇ
三
畠
蒼
、
高
言
葛
詩
的
弔
寄
偽
吻
亀
喧
、
包
営

尋
野
、
目
ご
》
ご
詮
》
、

福
II－LD

田
琢

、
へ
て
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
の
性
格
を
比
較
考
察
し
た
研

究
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
各
釈
疏
か
ら
実
際
の
記
述
が
豊
富
に
引
用
さ
れ

て
お
り
、
い
わ
ば
資
料
篇
付
き
チ
↓
ヘ
ッ
ト
訳
所
収
『
倶
舎
論
』
関
連
文
献

概
説
害
と
し
て
の
体
裁
を
そ
な
え
て
い
る
。
ま
た
冒
頭
に
は
本
論
で
あ
る

「
倶
舎
論
』
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
が
、
序
論
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。

著
者
マ
レ
ッ
ク
・
メ
イ
ャ
ー
博
士
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
評
者
は
多
く
を
知
ら
な
い
が
、
す
で
に
本
書
の
翌
年
に
は
次
の

著
作
肉
鷺
冒
曾
暑
急
ゞ
②
団
員
言
旨
亀
ぎ
ぎ
員
冒
鼻
昌
、
曇
罰
》
留
鳥
§
ミ
ミ

雲
南
ミ
ミ
営
房
〕
の
計
巨
昌
四
も
ぽ
ざ
さ
四
○
い
切
巨
○
・
臣
ｏ
四
旨
○
口
○
ぬ
崗
騨
も
ぽ
ゆ
①
己
＄

ぐ
門
口
》
（
弓
○
辱
○
己
罵
）
が
東
京
の
国
際
仏
教
学
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
本
書
中
に
、
近
く
ヴ
ィ
ー
ル
ヤ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ッ
タ
の
「
決
定

義
経
注
』
や
世
親
の
『
縁
起
経
釈
』
に
つ
い
て
の
研
究
を
公
刊
す
る
こ
と

を
予
告
す
る
な
ど
念
．
届
》
ロ
ｏ
前
．
且
函
や
ｇ
》
ロ
○
訂
．
喝
と
、
そ
の
活
動

ぶ
り
は
き
わ
め
て
意
欲
的
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
文
献
目
録
に
は
、
：
缶

○
○
口
宵
号
口
武
ｏ
ｐ
８
計
ロ
①
駒
５
ｍ
Ｈ
④
己
ロ
冒
具
ぐ
埋
め
宮
づ
ゅ
ロ
。
彦
口
時
○
国
目
旨
昇
四
国

⑱
○
巨
吋
○
筋
・
〕
閂
啓
里
亀
卓
ミ
ミ
配
ミ
ヨ
亀
萱
凰
望
震
登
臨
》
○
Ｃ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
箸
鎧
達
い

い
ｇ
忌
邑
ミ
ミ
ミ
旨
ご
呉
忌
、
財
苛
尋
具
堅
嚥
ミ
ミ
ミ
Ｑ
ｏ
蒼
画
烏

肉
弩
目
（
国
匡
５
昏
①
○
四
○
己
①
貝
巴
賦
診
国
画
ご
四
目
旨
四
潤
〆
国
ｎ
Ｆ
い

、
ロ
色
色
己
の
昇
后
震
）
と
《
自
国
○
己
ａ
巳
匡
四
日
四
》
⑱
両
汽
旦
四
口
鼻
○
Ｎ
『
ｚ
ｏ
耐
ｍ

Ｏ
ｐ
詐
彦
の
シ
ず
ぽ
Ｑ
蔵
伊
Ｈ
目
四
声
３
四
ｇ
ぐ
閉
口
づ
ゆ
ロ
ロ
声
巨
》
ゞ
目
群
、
昔
嵩
め
ぎ
登
鴎
．

、
§
。
．
旦
暮
。
禽
署
静
言
ミ
電
ミ
ミ
善
恥
冒
§
電
ミ
ミ
ミ
警
自
・
営
註
。
患

、
。
受
弓
尋
⑮
曽
富
曾
黛
島
鴎
〕
い
も
ミ
呉
｝
‐
国
ご
琴
い
ま
討
邑
ミ
ミ
ミ
］
℃
恥
軌
（
冨
口
ｐ
つ
ぼ
①
ロ

岳
認
）
と
い
う
、
同
氏
の
手
に
な
る
二
編
の
関
連
論
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い

づ
（
》
０

ワ具
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本
書
は
大
き
く
二
部
か
ら
成
り
、
第
一
部
に
あ
た
る
Ｆ
百
吋
①
冒
旦
冒
巨

（
喝
農
ｌ
圏
）
で
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
倶
舎
論
』
と
そ
の
作
者
に

か
ん
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
『
倶
舎
論
』
の
仏
教
文
献
史
的
な
位
置
づ
け
と
作
者
世

親
の
生
涯
お
よ
び
著
作
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

こ
の
第
一
部
は
そ
れ
ら
の
成
果
と
関
連
資
料
を
整
理
し
、
『
倶
舎
論
』
注

釈
文
献
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
の
序
論
と
し
た
も
の
で
、
と
く
に
著
者

独
自
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に

つ
い
て
は
詳
し
い
内
容
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
以
下
に
目
次
に
沿
っ
て
全
六

章
の
概
要
を
紹
介
す
る
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

ロ
．
印
②
Ｚ
①
旨
負
号
①
爵
甫
旦
ご
儲
巨
盲
目
言
】
世
親
の
生
存
年

代
を
五
世
紀
と
す
る
高
楠
説
（
］
．
目
鼻
烏
扁
ロ
《
《
シ
津
ロ
身
昌
弓
胃
四
‐

日
勤
昇
昏
Ｐ
釘
Ｆ
鄙
①
具
ぐ
ゅ
の
Ｐ
ご
四
目
Ｑ
ゴ
ロ
四
口
Ｑ
計
ど
の
己
鼻
①
且
ぐ
ゅ
切
巨
ず
Ｐ
ｐ
‐

口
冒
》
』
告
罰
笙
い
ら
Ｓ
）
と
、
四
世
紀
と
す
る
。
ヘ
リ
説
（
ｚ
，
句
の
国
↑
《
陽

も
Ｈ
ｏ
も
○
の
。
①
盲
。
鼻
①
。
①
ぐ
ゅ
の
口
ご
四
国
・
彦
口
』
》
配
耐
圏
剖
岡
○
Ｍ
目
》
岳
巨
）
と

が
言
及
さ
れ
た
後
、
い
わ
ゆ
る
《
世
親
二
人
説
》
（
同
．
卑
四
巨
言
畠
冒
の
笥

《
《
○
口
鈴
彦
の
ロ
鼻
①
日
切
ｐ
Ｑ
Ｑ
冒
鼻
昌
儲
蔚
旦
＆
Ｆ
賀
ご
く
四
の
口
ず
い
ロ
ロ
ロ
ロ
〕
、

牌
ミ
ミ
詩
ミ
ミ
偽
罰
。
量
ｓ
Ｈ
目
・
届
臼
）
が
紹
介
さ
れ
る
。
著
者
は
従
来

の
説
に
生
じ
た
矛
盾
を
解
消
す
る
画
期
的
な
仮
説
と
し
て
こ
の
フ
ラ
ウ
ワ

ル
ナ
ー
論
文
の
内
容
を
高
く
評
価
す
る
。
た
だ
し
最
終
的
な
判
断
は
避
け
、

少
な
く
と
も
「
倶
舎
論
』
作
者
と
し
て
の
世
親
は
五
世
紀
倉
８
１
鹿
ｅ

の
人
で
あ
っ
た
、
と
結
ぶ
。
な
お
注
釈
文
献
に
基
づ
く
《
二
人
説
》
の
検

ノ

二三

討
は
本
書
第
二
部
に
讓
ら
れ
る
。

【
騨
國
①
胃
呂
言
㈹
碗
貝
ご
閉
層
冨
且
冒
】
真
諦
『
婆
蔽
盤
豆
法
師
伝
』

と
玄
葵
「
大
唐
西
域
記
』
、
お
よ
び
プ
ト
ン
と
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
『
仏
教

史
」
か
ら
順
次
に
世
親
伝
が
要
約
紹
介
さ
れ
る
。
全
て
に
共
通
す
る
要
素

は
、
か
れ
が
『
倶
舎
論
』
を
著
し
て
衆
賢
の
反
駁
を
受
け
た
こ
と
、
そ
し

て
兄
無
着
の
影
響
で
大
乗
に
転
向
し
た
こ
と
、
と
い
う
二
点
の
み
で
あ
る
。

園
．
君
。
異
睡
旦
ご
騨
伽
巨
冨
凰
冒
】
真
諦
「
婆
激
盤
豆
法
師
伝
』
、
玄
英

『
西
域
記
』
、
デ
ン
カ
ル
マ
目
録
（
著
者
名
に
つ
い
て
は
東
北
目
録
と
照

合
）
、
プ
ト
ン
『
仏
教
史
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
基
づ
く
四
種
類
の
世
親
著
作

目
録
が
列
挙
さ
れ
、
さ
ら
に
近
代
以
降
の
学
者
に
よ
る
成
果
と
し
て
、

《
世
親
二
人
説
》
を
前
提
に
二
群
に
分
け
ら
れ
た
も
の
（
］
・
冨
葛
。
Ｆ
①

己
巨
さ
の
○
℃
宮
①
ご
○
ロ
ロ
Ｑ
冒
四
の
匙
の
沙
肩
肘
・
）
槌
、
冒
卦
房
。
富
斡
誤
ミ
ミ
ヘ
同
営
鳥
の

矩
の
量
一
息
蔦
の
〆
〆
ぐ
》
ご
己
・
も
ｐ
毘
甲
画
冨
．
ロ
○
討
ち
》
露
．
壁
・
路
）
、

二
人
説
を
採
用
し
な
い
も
の
（
山
口
益
「
世
親
の
浄
土
論
」
法
蔵
館
、
京
都
、

ご
ｇ
弓
．
ｆ
Ｅ
）
と
い
う
二
種
類
の
著
作
リ
ス
ト
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、

検
討
さ
れ
る
。

彊
．
ご
胸
の
目
弓
曲
目
堅
彦
貝
、
蔚
騨
の
琴
碍
の
〕
匿
助
昌
筥
①
肋
〕
⑤
⑤
昌
目
①
国
冨
曾
刷
四
目
匙

①
層
④
園
の
昌
函
】
真
諦
伝
、
『
西
域
記
』
、
お
よ
び
プ
ト
ン
史
と
タ
ー
ラ
ナ

ー
タ
史
に
伝
承
さ
れ
る
世
親
の
師
、
弟
子
、
注
釈
家
あ
る
い
は
対
論
者
た

ち
の
名
が
列
挙
さ
れ
、
か
れ
ら
と
世
親
の
関
係
が
概
説
さ
れ
る
。
ま
た

『
成
唯
識
論
」
の
十
人
の
論
師
と
、
玄
共
門
下
の
中
国
倶
舎
学
者
、
普
光
、

法
宝
、
円
暉
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
る
。
次
に
、
「
順
正
理
論
』
と
「
顕
宗

論
』
の
作
者
、
衆
賢
に
つ
い
て
は
別
項
を
設
け
て
資
料
を
整
理
す
る
。

最
後
に
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
－
．
こ
の
作
者
（
目
冨
圃
目
）
と
、
世
親
お

庁ハ
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以
上
が
房
冒
旬
①
旨
ｇ
ご
国
の
概
略
で
あ
る
。
こ
こ
で
ひ
と
つ
注
意

し
て
お
き
た
い
の
だ
が
、
本
書
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
研
究
成
果
は
、
基

本
的
に
は
欧
文
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
前
頁
で
山
口
益
の
日
本
語
著

よ
び
称
友
の
影
響
下
に
あ
る
『
決
定
義
経
注
』
（
堅
皇
言
ミ
ミ
骨
ミ
畠
ミ
§
‐

畠
冒
員
言
惠
ｓ
）
の
作
者
ヴ
ィ
ー
ル
ヤ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ッ
タ
（
ぐ
胃
冨
宵
己
鼻
‐

３
）
に
言
及
す
る
。

葱
．
目
蔵
の
吟
ご
琴
己
彦
胃
目
四
屏
息
四
画
目
堅
守
琴
⑦
ｍ
胃
ご
働
里
辱
勵
邑
色
医
ご
霞
‐

号
胃
冒
騨
】
従
来
の
主
要
な
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
六
足
・
発

智
・
婆
沙
お
よ
び
『
心
論
」
系
論
害
と
「
倶
舎
論
」
と
の
関
係
が
報
告
さ

れ
る
。

否
．
弓
胃
淫
琴
ご
農
胃
昌
秒
冒
留
冒
目
号
①
冒
国
】
ま
ず
チ
尋
ヘ
ッ
ト
に
お

け
る
「
倶
舎
論
』
伝
来
・
訳
出
の
経
緯
と
当
時
の
仏
典
翻
訳
状
況
が
、
チ

、
、
ヘ
ッ
ト
訳
『
倶
舎
論
』
奥
書
の
記
述
な
ど
に
拠
っ
て
述
べ
ら
れ
る
。
次
に

デ
ン
ヵ
ル
マ
目
録
、
プ
ト
ン
史
、
お
よ
び
ロ
ン
ド
ル
ラ
マ
（
嗣
さ
品
＆
巳

匡
四
目
秒
ｚ
揖
号
四
凋
匡
ｏ
ｇ
ｐ
侭
．
弓
ら
ｌ
扁
呂
）
の
『
倶
舎
論
』
解

説
書
（
ｚ
鳴
昌
Ｈ
嗣
層
目
侭
Ｏ
ｐ
Ｕ
ｇ
ａ
①
ｍ
ｐ
８
ご
』
９
口
９
号
目
》
竺

冒
］
侭
四
四
Ｐ
目
鴨
》
伊
呂
の
呂
○
冨
且
Ｈ
四
８
．
９
蔦
ミ
ミ
ミ
ミ
訂
呉

偏
○
富
函
包
旦
門
倉
胃
国
）
ご
巳
．
届
．
ｚ
２
ご
口
座
宮
忌
囹
》
の
鼻
甲
国
薗
丙
い
、
①
風
の
い

］
ｇ
）
と
い
っ
た
諸
資
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
将
来
「
倶
舎
論
」

関
連
文
献
名
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
（
ロ
ン
ド
ル
ラ
マ
の
解

説
書
に
つ
い
て
は
池
田
練
太
郎
「
チ
。
ヘ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教

の
特
色
」
「
東
洋
学
術
研
究
』
巴
ｌ
醇
后
忠
を
参
照
さ
れ
た
じ
。

三

作
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
雫
へ
た
が
、
こ
れ
は
平
川
彰
・
他
『
倶
舎

論
索
引
Ｉ
」
序
論
の
英
文
紹
介
記
事
（
冒
茸
○
号
８
。
ロ
己
掛
］
》
ご
○
訂
．
ｇ
）

か
ら
間
接
的
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
漢
文
文
献
へ
の
言
及
も
、

す
ぺ
て
二
次
資
料
（
欧
文
閏
で
の
翻
訳
お
よ
び
研
究
）
に
基
づ
く
も
の
で
、

直
接
テ
ク
ス
ト
が
参
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
有
部
論

書
を
概
説
す
る
な
か
で
「
阿
毘
曇
心
諭
』
を
「
発
智
論
』
よ
り
古
い
と
断

定
し
て
い
る
点
念
．
ｇ
）
な
ど
は
気
に
な
る
が
、
そ
の
論
拠
は
フ
ラ
ウ
ワ

ル
ナ
ー
の
著
作
（
《
《
缶
冒
昼
冒
爲
白
色
由
曾
昌
①
ロ
昌
吊
』
弓
国
園
勗
』
ｇ
ご
』

や
高
）
に
全
く
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
紹
介
す
る
本
書
の
本
論
部
分
、
目
．
ｇ
冒
冒
⑦
昌
胃
后
、
ｏ
冒
夢
の

陽
夢
彦
国
彦
胃
冒
斡
奔
◎
留
守
ｃ
言
芽
⑦
目
囲
昌
胃
含
も
喝
ｌ
旨
ｅ
に
お
い
て

も
事
情
は
同
様
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
は
、
以
下
の
本
書
の
記

述
の
確
実
さ
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
一
定
の
限
界
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い

づ
（
》
Ｏ

周
知
の
ご
と
く
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
研
究
分
野
に
お
け
る
漢
文
資
料
の

価
値
は
質
的
に
も
量
的
に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
本
書
の
よ
う

に
『
倶
舎
論
』
諸
注
釈
の
比
較
研
究
を
主
題
と
す
る
場
合
、
漢
文
の
み
遣

さ
れ
て
い
る
衆
賢
の
二
著
作
、
と
り
わ
け
『
順
正
理
論
』
は
ひ
と
つ
の
鍵

を
握
る
文
献
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
そ
の
詳
細
な
読
解
は
関
連
文

献
に
か
ん
す
る
数
多
く
の
有
力
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
ア
ビ
ダ
ル
マ

研
究
の
比
較
的
盛
ん
な
わ
が
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
漢
文
資
料
を
も
駆
使

し
た
考
察
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
き
わ
め
て
高
い

水
準
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
い
ず
れ
を
も
限
ら
れ
た
二
次
資
料
に
よ
っ
て
し
か
参
照
し
え
な
か

庁旬
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っ
た
た
め
に
、
こ
の
第
二
部
に
お
い
て
、
著
者
は
し
ば
し
ば
、
漢
訳
資
料

を
用
い
れ
ば
容
易
に
確
認
で
き
る
事
実
を
推
論
の
み
に
た
よ
っ
て
考
察
し

て
お
り
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
日
本
語
論
文
に
よ
っ
て
論
証
済
み
の
問
題

に
、
改
め
て
独
力
で
取
り
組
む
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
本
稿
で
は
、
本
書
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
対
応
漢
文
資

料
や
わ
が
国
の
研
究
成
果
に
も
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
第
二
部
に
や
や
詳
し

く
論
評
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。
内
容
は
全
八
章
に
分
か
れ
、
章
ご
と
に
ひ

と
つ
づ
つ
注
釈
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
作
者
名
と
書
名
が
そ
の

ま
ま
各
章
の
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い
る
。

昼
．
ぐ
冒
騨
価
琴
澤
騨
島
四
㎡
、
切
僅
卦
囎
溺
如
ご
彦
酋
堅
門
ゆ
げ
の
騨
闘
園
薗
吋
自
己
畠
こ
の

テ
ク
ス
ト
（
勺
。
底
掲
．
閉
罵
．
門
呂
○
百
．
邑
閏
）
の
作
者
は
、
デ
ル
ゲ
版

お
よ
び
チ
ョ
ー
ネ
版
で
は
》
口
巨
の
ｇ
ｐ
侭
す
な
わ
ち
「
順
正
理
論
」
「
顕

宗
論
』
の
作
者
と
同
名
の
の
自
筈
：
冒
骨
④
（
衆
賢
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、

北
京
版
の
タ
イ
ト
ル
に
は
》
ロ
巳
ぽ
い
品
（
Ｉ
ぐ
旨
昇
島
冒
胃
秒
）
と
あ
る
。

そ
の
た
め
東
北
目
録
は
こ
れ
を
衆
賢
の
「
顕
宗
論
』
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
見

な
し
、
一
方
、
影
印
北
京
版
は
作
者
名
を
調
伏
賢
（
ぐ
旨
騨
：
冒
日
い
）
と

し
な
が
ら
、
書
名
に
つ
い
て
は
東
北
目
録
を
継
承
し
て
「
顕
宗
論
」
と
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
が
『
倶
舎
論
』
を
二
分
の
一
ほ
ど
に
切
り
詰

め
た
省
略
本
で
あ
り
、
『
顕
宗
論
」
と
関
係
な
い
こ
と
は
す
で
に
報
告
さ

れ
て
い
る
（
且
．
櫻
部
建
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
害
雑
記
一
、
二
（
二
）
」
国
訳

一
切
経
月
報
「
三
蔵
」
Ｓ
廓
后
酬
蜀
三
蔵
集
』
三
に
再
録
）
。

こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
作
者
名
を
⑳
ｇ
警
号
冒
骨
ゅ

と
見
な
す
。
と
い
う
の
は
、
他
の
『
倶
舎
論
』
注
釈
書
、
す
な
わ
ち
安
慧
釈

や
満
増
釈
に
お
い
て
も
、
デ
ル
ゲ
版
や
チ
ョ
ー
ネ
版
が
》
ロ
吊
胃
Ｐ
侭
と

紹
介
す
る
論
師
を
、
北
京
版
だ
け
は
し
ば
し
ば
・
ロ
巳
冨
色
品
と
呼
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
北
京
版
の
み
に
見
ら
れ
る
）
ロ
巳

冒
騨
侭
１
ぐ
目
津
島
ｇ
砕
砂
説
な
る
も
の
の
う
ち
、
満
増
釈
に
お
け
る
幾

つ
か
の
例
は
、
称
友
疏
に
引
か
れ
る
衆
賢
（
留
揖
冒
目
自
国
）
説
に
よ
く

一
致
し
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
唇
．
弔
胃
圏
豊
、
閏
隙
幽
圃
虹
吻
冨
曽
自

昏
国
富
㈹
膨
簡
畠
】
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
ゞ
己
昌
目
色
品
と
は
北
京
版
の

み
に
特
徴
的
な
誤
記
で
あ
り
、
正
し
く
は
』
己
扁
胃
四
侭
す
な
わ
ち

印
自
警
号
ぽ
ゅ
日
四
と
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ｅ
や
忠
ｌ
圏
）
。

実
は
こ
の
問
題
は
、
わ
が
国
で
は
す
で
に
佐
々
木
現
順
『
仏
教
に
お
け

る
時
間
論
の
研
究
』
（
清
水
弘
文
堂
、
東
京
、
岳
忌
．
喝
．
匡
？
ぼ
ご
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
》
ロ
巳
胃
口
拐
に
留
冨
員
Ｐ
‐

ｇ
且
国
と
い
う
原
語
が
想
定
さ
れ
、
衆
賢
の
異
名
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
北
京
版
の
安
慧
釈
や
満
増
釈
で
し
ば
し
ば
衆
賢
が
ゞ
。
巳
冒
凹
晶
と

表
記
さ
れ
る
こ
と
も
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
（
具
．
松
涛
泰
雄
「
タ
ツ
ト

ヴ
ァ
ー
ル
タ
に
お
け
る
衆
賢
説
ｌ
随
眠
品
に
つ
い
て
ｌ
」
『
三
康
文
化
研

究
所
年
報
」
昼
貝
岳
駕
〕
喝
．
扇
ｌ
屋
》
ロ
。
扇
．
巴
。
ち
な
み
に
、
本
書

（
層
．
ｇ
ｌ
圏
）
で
北
京
版
安
慧
釈
界
品
か
ら
引
か
れ
な
が
ら
、
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
が
結
局
は
断
念
さ
れ
て
い
る
五
例
の
）
ロ
昌
冒
凹
侭
説

角
○
．
隠
毘
」
圏
毘
ゞ
訊
農
》
旨
曽
鰐
ｇ
ざ
ら
も
、
実
は
『
順
正
理
論
』

（
篭
ぎ
ぢ
』
隠
浮
扇
．
閉
客
屋
、
陛
弓
ら
．
篭
留
扁
）
の
衆
賢
説
に
ほ
ぼ
対

応
す
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
（
具
．
松
涛
泰
雄
「
タ
ツ
ト
ヴ
ァ
ー

ル
タ
に
お
け
る
衆
賢
説
ｌ
界
品
に
つ
い
て
ｌ
」
『
印
仏
研
』
き
Ｉ
酔
患
忠
）
。

な
ぜ
北
京
版
だ
け
に
こ
の
よ
う
な
誤
記
（
？
）
が
見
ら
れ
る
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
北
京
版
は
、
タ
イ
ト
ル
で
は
作
者
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名
を
ゞ
口
巳
胃
四
品
と
し
な
が
ら
、
続
く
本
文
冒
頭
を
「
軌
範
師
》
己
扁

胃
四
侭
造
、
倶
舎
論
注
曽
ご
ｇ
ミ
ミ
首
始
ま
る
」
と
始
め
て
い
る
と
い

う
言
．
ｇ
）
。
こ
の
指
摘
は
注
目
に
価
し
、
少
な
く
と
も
本
テ
ク
ス
ト
の

作
者
名
が
普
侭
冒
昌
自
国
で
あ
る
可
能
性
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
再
び

高
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
は
た
し
て
そ
れ
は
「
順
正
理
論
』
『
顕

宗
論
』
の
作
者
と
同
一
人
物
と
見
な
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
冒
頭
に
独
自
の
序
偶
を

も
た
ず
、
『
倶
舎
論
』
本
頌
に
対
す
る
改
作
が
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う

点
で
『
順
正
理
論
』
『
顕
宗
論
」
と
は
異
な
る
が
、
偶
頌
か
ら
「
伝
説
」

（
嗣
旨
）
の
語
を
し
ば
し
ば
削
除
し
て
い
る
点
、
ま
た
全
八
品
の
章
題
を

『
倶
舎
論
」
に
拠
っ
て
お
り
、
第
九
破
我
品
を
も
た
な
い
と
い
う
点
で
は

衆
賢
の
作
品
と
性
格
を
等
し
く
し
て
い
る
（
喝
．
弱
ｌ
閉
）
。
ま
た
本
テ
ク

ス
ト
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
敦
燵
写
本
の
な
か
か
ら
同
じ

チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
の
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
訳
文
の
ス
タ
イ

ル
が
『
倶
舎
論
」
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
よ
り
も
未
熟
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か

ら
、
翻
訳
は
本
論
で
あ
る
『
倶
舎
論
』
が
将
来
さ
れ
訳
さ
れ
る
よ
り
も
以

前
、
か
な
り
古
く
に
な
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
（
喝
．
韻
ｌ
雪
）
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
言
う
《
こ
の
曽
吋
§
ご
§
冨
注

の
作
者
は
衆
賢
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
テ
ク
ス
ト
自
身
は
か
れ
の
作

品
の
ひ
と
つ
、
お
そ
ら
く
は
『
顕
宗
論
」
を
編
纂
し
抄
出
し
て
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
作
業
は
、
あ
る
い
は
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
者
（
た
ち
）
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
》
ｅ
・
麓
）
。
し
か

し
こ
れ
は
い
さ
さ
か
強
引
な
解
釈
と
言
え
る
。
も
し
作
者
が
衆
賢
で
あ
る

と
し
て
も
、
こ
れ
は
や
は
り
『
順
正
理
論
」
や
『
顕
宗
論
』
と
は
別
に
作

ら
れ
た
『
倶
舎
論
』
本
論
の
抄
本
と
考
え
る
零
へ
き
で
あ
る
。
な
お
本
テ
ク

ス
ト
は
こ
れ
ま
で
『
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
カ
ー
リ
カ
ー
バ
ー
シ
ャ
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
見
え
る
患
言
き
ミ
ご
畠
言
胃
旨
冬
争
言
‐

食
選
恩
富
運
邑
智
斡
習
§
畠
菖
ミ
ミ
亀
と
い
う
フ
ル
タ
イ
ト
ル
か
ら
す
れ

ば
、
本
書
の
著
者
の
よ
う
に
「
ス
ー
ト
ラ
ー
ヌ
ル
ー
。
〈
－
』
と
す
ぺ
き
と

思
わ
れ
る
。

詞
．
園
鼠
、
鼠
鰯
四
・
ｍ
ｍ
爵
鼻
胃
鹸
国
】
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
現
存

す
る
唯
一
の
『
倶
舎
論
』
注
で
あ
り
、
本
章
冒
頭
に
も
引
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
か
っ
て
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
に
よ
っ
て
「
仏
教
の
思
弁
的
分
野
に
お
け
る
尽

き
ざ
る
知
識
の
鉱
脈
」
と
讃
え
ら
れ
た
貴
重
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
弓
の
‐

巨
品
．
閉
罵
ゞ
目
○
９
首
．
合
旨
）
。
『
倶
舎
論
』
全
品
に
わ
た
る
語
義
注
解

を
内
容
と
す
る
。
本
章
は
、
ま
ず
作
者
の
称
友
（
園
鼠
○
日
胃
色
）
に
か
ん

す
る
資
料
を
整
理
し
、
そ
の
年
代
を
、
六
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
徳
慧
よ

り
後
、
七
世
紀
末
期
の
ヴ
ィ
ー
ル
ャ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ッ
タ
よ
り
前
、
す
な
わ

ち
七
世
紀
前
半
と
定
め
た
後
、
四
つ
の
小
節
を
設
け
て
論
究
を
進
め
る
。

噂
．
局
、
『
①
罠
偽
国
乱
錦
ｇ
ｏ
ご
負
鬮
ｓ
Ｂ
員
嵜
届
先
の
目
貫
＆
巨
○
は
○
口

に
お
い
て
、
本
書
は
《
世
親
二
人
説
》
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
イ
ン

ド
成
立
文
献
の
扱
い
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
言
う
（
弓
．

や
②
。
そ
れ
を
承
け
て
本
節
で
は
、
《
二
人
説
》
に
関
連
す
る
称
友
疏
の

五
つ
の
断
片
（
印
損
日
・
）
が
改
め
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
（
弓
．
侭
ｌ
念
）
。

穿
画
蝿
冒
．
』
称
友
疏
序
偏
ま
ず
称
友
が
『
倶
舎
論
』
の
作
者
名
を

世
親
と
明
言
し
て
い
る
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。

国
国
鯛
ョ
・
函
『
倶
舎
論
』
界
品
（
「
壊
れ
る
か
ら
色
で
あ
る
」
と
い
う

定
義
に
よ
れ
ば
無
表
は
色
で
は
な
く
な
る
と
い
う
難
に
対
し
）
《
有
余
師
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は
言
う
、
〔
無
表
は
、
そ
の
〕
所
依
（
１
大
種
）
が
壊
れ
る
が
ゆ
え
に
〔
色

で
あ
る
〕
》
（
勺
儲
且
冨
口
＆
、
や
Ｐ
』
．
ｇ
）
。
こ
の
「
有
余
師
」
は
称
友

（
弓
。
唱
冒
３
８
．
勺
尉
蔦
．
ｇ
）
、
安
慧
（
勺
①
匠
品
．
§
．
ご
巳
）
お
よ

び
満
増
（
句
①
匠
侭
．
百
烏
巨
）
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
「
古
世
親
」

（
く
僻
Ｑ
Ｑ
犀
働
Ｏ
脚
Ｈ
罰
Ｐ
‐
ぐ
ゅ
の
色
ず
い
ロ
ロ
ぽ
ロ
】
巴
○
ず
。
や
○
口
Ｑ
国
置
覗
吸
口
『
①
口
印
目
、
④

目
Ｐ
）
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
立
場
は
正

統
有
部
（
ぐ
Ｐ
ｇ
鼎
陦
四
）
と
見
な
せ
る
。
『
倶
舎
論
』
の
世
親
は
若
干
の
議

論
の
末
に
一
応
こ
の
解
釈
を
支
持
す
る
。
な
お
著
者
は
安
慧
釈
に
引
か
れ

る
衆
賢
説
（
勺
①
Ｅ
侭
．
門
○
．
国
鼠
）
が
こ
の
古
世
親
説
を
批
判
す
る
と
言

う
が
、
『
順
正
理
論
』
（
鴎
留
但
）
と
併
せ
て
判
断
す
る
限
り
支
持
さ
れ
て

い
る
。弓
恩
塒
冒
肉
『
倶
舎
論
』
世
間
品
（
十
二
縁
起
に
お
い
て
無
明
の
因
が

説
か
れ
な
い
理
由
）
《
有
余
師
は
言
う
、
あ
る
経
に
、
無
明
は
非
理
作
意
を

因
と
し
、
非
理
作
意
は
無
明
を
因
と
す
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
〔
の

非
理
作
意
〕
は
取
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
す
で
に
言
わ
れ
た
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
》
（
陣
且
冨
口
８
．
や
畠
切
息
．
ｅ
称
友
は
こ
れ
を
「
如

意
（
旨
四
目
○
目
鼻
目
）
師
の
親
教
師
（
眉
目
ご
母
四
）
で
あ
る
長
老
世
親

（
の
昏
鯉
ぐ
肖
四
‐
く
い
”
巨
富
且
目
）
の
見
解
と
す
る
（
弓
。
唱
冒
国
呂
・
や
賠
陣

、
．
ｅ
・
安
慧
お
よ
び
満
増
は
審
ら
か
に
し
な
い
。
な
お
「
倶
舎
論
』
は
続

い
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
複
雑
に
発
展
さ
せ
た
観
の
あ
る
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ

の
説
を
紹
介
し
て
お
り
、
著
者
は
こ
の
点
に
注
目
す
る
。

卑
侭
国
．
心
『
倶
舎
論
」
業
品
（
無
因
論
者
の
説
）
《
あ
る
者
が
、
光

明
は
〔
そ
れ
を
〕
住
さ
せ
る
因
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
中
略
）
減

す
る
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
も
ま
た
不
合
理
で
あ
る
》
（
卑
且
冒
口
＆
．

や
乞
い
息
．
曽
）
称
友
疏
梵
本
（
急
○
四
富
国
＆
ふ
ち
蔦
．
望
に
は
「
長

老
世
親
」
（
、
昏
四
ｄ
胃
四
‐
ぐ
儲
巨
富
且
言
）
の
説
と
あ
る
が
、
奇
妙
な
こ
と

に
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
Ｕ
⑦
匡
晶
．
ｏ
冒
宙
ら
は
こ
れ
を
「
長
老
世
友
」
（
唱
尉

胃
３
口
Ｑ
国
拭
い
冨
胃
、
）
、
安
慧
弓
⑦
匿
侭
．
目
冒
．
届
宙
ご
お
よ
び
満

増
（
句
①
匠
日
や
ｚ
言
＆
亀
）
は
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
の
説
と
す
る
。

早
侭
目
．
。
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
先
代
軌
範
師
」
（
目
Ｈ
乱
３
ｑ
①
）

説
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
は
、
称
友
が
そ
れ
を
「
無
着

な
ど
の
唖
○
魁
。
腎
煙
た
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
点
に
着
目
し
て
、
無
着
は

称
友
よ
り
か
な
り
以
前
の
古
師
四
口
・
匡
日
ｐ
牌
①
Ｈ
１
目
Ｈ
乱
３
ｑ
ゆ
で
あ

っ
た
と
見
な
す
。
そ
し
て
こ
れ
を
、
古
世
親
（
無
着
の
実
弟
）
の
年
代

ａ
ｇ
ｌ
認
ｅ
を
新
世
親
倉
８
１
撹
ｅ
よ
り
引
き
離
す
ひ
と
つ
の
傍
証

と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
目
Ｈ
ぐ
ゆ
ｏ
胃
冨
と

は
あ
る
特
定
の
思
想
伝
統
（
こ
こ
で
は
聡
伽
行
派
）
の
継
承
者
を
意
味
す

る
表
現
で
あ
っ
て
、
年
代
的
に
過
去
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
な
お

こ
の
指
摘
は
袴
谷
憲
昭
忌
日
ぐ
胃
胃
冨
考
」
（
『
印
仏
研
』
程
ｌ
い
ご
雷
）

に
よ
っ
て
わ
が
国
で
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
を
経
て
、
著
者
は
称
友
の
示
唆
す
る
「
古
世
親
」
像
を
次

の
よ
う
に
整
理
す
る
。
か
れ
は
如
意
の
師
で
あ
り
、
正
統
有
部
に
属
す
る
。

そ
の
見
解
が
衆
賢
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
、
ま
た
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
説
と
い

わ
ば
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
代
的
に

は
新
世
親
、
衆
賢
、
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
結
論
は
国
凋
目
函
と
即
侭
日
出
か
ら
得
ら

れ
た
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
両
断
片
の
「
古
世
親
」
を
簡
単
に
同

一
視
で
き
る
か
は
問
題
で
あ
る
（
具
．
平
川
彰
『
イ
ン
ド
仏
教
史
下
』
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春
秋
社
、
東
京
、
ご
己
｝
層
．
］
Ｅ
Ｉ
Ｓ
巳
。
ま
た
《
二
人
説
》
は
そ
も
そ

も
世
親
年
代
の
伝
承
が
四
世
紀
説
と
五
世
紀
説
の
二
系
統
に
分
離
す
る
矛

盾
を
解
消
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
よ
う
に
古
世

親
の
年
代
を
新
世
親
に
近
づ
け
て
し
ま
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
本
末
転
倒
で

あ
る
。す
で
に
《
世
親
二
人
説
》
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
世
親
に
帰
せ
ら
れ
て
い

る
諸
著
作
お
よ
び
職
伽
行
派
文
献
の
思
想
的
な
比
較
検
討
を
中
心
課
題
と

す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
松
田
和
信
「
ぐ
尉
巨
冨
且
目
に
お

け
る
三
帰
依
の
規
定
と
そ
の
応
用
」
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
沼
』
届
震
を

見
よ
）
。
本
書
の
考
察
は
そ
の
水
準
に
届
く
も
の
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ウ

ワ
ル
ナ
ー
が
用
い
た
称
友
疏
の
資
料
を
再
検
討
し
た
成
果
と
し
て
は
記
憶

し
て
お
く
ぺ
き
か
と
思
わ
れ
た
の
で
、
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
。

唖
．
噂
翁
属
冨
働
冒
自
蔵
禽
樹
亀
『
Ｒ
的
屋
冒
隷
『
自
称
友
は
序
偶
の
な
か
で
、

自
身
に
先
行
す
る
注
釈
家
と
し
て
徳
慧
（
⑦
巨
圖
日
砂
ｇ
お
よ
び
そ
の
弟
子
、

世
友
（
ぐ
ゅ
“
口
目
茸
騨
）
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
本
文
に
お
い
て
し
ば
し
ば

か
れ
ら
の
解
釈
を
検
討
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
『
倶
舎
論
」
注
も
今
日
で

は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
世
友
に
つ
い
て
は
複
数
の
同
名
の
論
師
が
存

在
す
る
た
め
、
伝
承
資
料
の
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
。
本
書
は
、
称
友

疏
に
現
れ
る
世
友
が
徳
慧
倉
９
１
段
ｅ
に
非
常
に
近
い
人
物
と
見
な
せ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
を
六
世
紀
中
葉
と
す
る
言
．
ｇ
）
。
な
お
徳
慧

に
は
漢
訳
に
『
随
相
論
」
一
巻
が
現
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
書
（
や

臼
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
く
は
青
原
令
知
「
徳
慧
の
『
随
相

論
』
」
（
『
印
仏
研
』
と
Ｉ
Ｆ
己
麗
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
青
原
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
は
訳
者
で
あ
る
真
諦
の
見
解
が
大
幅
に
加
え
ら
れ
た
「
倶

舎
論
」
講
義
録
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
い
ま
問
題
と
な
る
「
倶
舎
論
』
注

で
は
な
い
。

さ
て
本
節
で
は
称
友
疏
に
見
ら
れ
る
徳
慧
と
世
友
の
「
倶
舎
論
』
解
釈

が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
胄
原
令
知
「
倶
舎
論
注
釈

家
⑦
色
目
日
騨
陸
と
そ
の
弟
子
ぐ
儲
巨
目
詳
国
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
篭
ｌ

］
、
己
電
）
に
お
い
て
日
本
語
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲

り
た
い
（
弓
○
四
ｇ
３
８
．
も
ふ
萬
自
野
や
届
蔦
円
砕
や
］
駕
菖
画
穿

や
閾
Ｐ
一
・
ロ
。
た
だ
し
一
例
だ
け
問
題
が
あ
る
。

『
倶
舎
論
』
世
間
品
に
お
い
て
、
中
有
を
否
定
し
、
死
有
と
生
有
の
間

に
断
絶
を
認
め
る
余
師
が
登
場
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
世
親
は
、
穀
の
相

続
の
ご
と
く
、
有
情
の
相
続
は
間
断
な
く
連
続
す
る
か
ら
、
死
有
か
ら
中

有
、
中
有
か
ら
生
有
へ
と
無
間
に
続
生
す
る
と
考
え
る
↑
へ
き
で
あ
る
、
と

言
う
（
国
且
ｇ
ｐ
ａ
．
や
］
呂
息
．
届
）
。
こ
こ
で
称
友
は
相
続
の
概
念
を

詳
し
く
解
説
し
た
後
に
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
る
《
こ
れ
に
対
し
、
自
部

（
の
く
い
昌
圃
制
）
に
固
執
し
て
智
慧
を
修
す
る
軌
範
師
徳
慧
と
そ
の
弟
子
世

友
は
、
注
釈
の
義
務
を
放
棄
し
て
、
他
へ
の
反
論
に
終
始
す
る
》
（
雪
○
四
‐

富
国
＆
．
己
瞳
弓
息
．
鵠
）
。
こ
の
箇
所
か
ら
本
書
の
著
者
は
、
断
定
を
た

め
ら
い
な
が
ら
も
、
徳
慧
と
世
友
が
化
地
部
（
中
有
否
定
論
者
）
の
所
属

で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
（
弓
．
患
ｌ
弓
）
。

し
か
し
そ
う
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
や
や
微
妙
な
一
三
ア
ン

ス
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
お
そ
ら
く
称
友
は
こ
こ
で
、
徳
慧
と
世
友
が
中

有
否
定
論
者
に
対
し
て
些
末
な
反
論
を
し
て
い
る
こ
と
を
軽
く
椰
楡
し
て

い
る
。
そ
こ
で
続
け
て
《
目
下
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
論
の

注
解
で
あ
っ
て
、
か
れ
（
中
有
否
定
論
者
）
を
破
す
る
こ
と
で
は
な
い
》

81



と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
前
掲
青
原
論
文
（
己
電
）
に
は
、
「
倶
舎
論
』
の
説
（
有
部
の
定
説

で
も
あ
る
）
を
世
友
が
批
判
す
る
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
弓
。
哩
冨
目

８
．
や
曽
哩
息
．
認
）
。
こ
の
称
友
の
記
述
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
世
友
の

注
釈
は
、
「
倶
舎
論
」
を
批
判
す
る
場
合
も
あ
る
特
殊
な
も
の
と
言
え
る
。

さ
て
本
章
は
さ
ら
に
噂
．
軸
『
負
蝿
§
負
冨
里
香
層
隊
、
曾
胃
負
鼻
員
冨
ミ
胃
‐

、
『
自
弄
員
討
曾
葛
邑
、
唾
．
塩
弓
胃
、
、
自
斡
ｇ
自
由
負
冒
眉
曾
勵
包
倉
息
苛
自
と
二
節

が
続
く
が
、
そ
れ
ら
は
称
友
疏
か
ら
回
収
さ
れ
る
世
親
の
『
五
瀧
論
」
お
よ

び
縁
起
経
典
類
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
を
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
な
ら
び
に
関

連
資
料
と
共
に
校
訂
・
紹
介
し
た
資
料
篇
で
あ
る
の
で
、
論
評
は
控
え
る
。

回
．
弔
胃
邑
騨
ご
画
己
冨
目
四
・
ｍ
Ｆ
画
冨
騨
昌
目
目
出
国
昌
雪
旦
自
】
本
テ
ク
ス

ト
（
財
の
匠
侭
．
閉
程
』
自
呂
○
百
．
き
窟
）
は
先
の
称
友
疏
と
同
様
、
語
義

解
釈
を
中
心
と
し
た
言
わ
ば
正
統
的
な
『
倶
舎
論
』
注
で
あ
る
。
作
者
の

満
増
（
甸
胃
目
ぐ
ゅ
巳
冨
ロ
魚
）
は
、
プ
ト
ン
に
よ
れ
ば
《
安
慧
の
弟
子
で
翻

訳
官
ジ
ナ
ミ
ト
ラ
と
シ
ー
レ
ー
ン
ド
ラ
ボ
ー
デ
ィ
の
師
》
、
タ
ー
ラ
ナ
ー

タ
に
よ
れ
ば
《
チ
ソ
ン
デ
ッ
ェ
ン
王
と
同
時
代
の
人
》
で
あ
る
と
い
う
。

本
書
は
そ
の
年
代
を
お
よ
そ
八
世
紀
後
半
と
す
る
念
．
ｇ
）
。

わ
が
国
で
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
お
お
む
ね
安
慧
釈
を
忠
実
に
踏
襲
し

て
い
る
こ
と
、
た
だ
し
安
慧
釈
に
欠
け
て
い
る
第
九
破
我
品
に
つ
い
て
は

称
友
の
注
釈
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
（
具

櫻
部
建
「
破
我
品
の
研
究
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
届
．
こ
＄
）
。
た
だ

し
安
慧
、
称
友
の
注
釈
と
の
関
係
は
ま
だ
全
面
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
よ
り
詳
細
な
考
察
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
章
は
そ

の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、
わ
ず
か
二
頁
で
結
ば
れ
る
（
喝
．
患
‐

露
）
。
満
増
釈
は
称
友
、
安
言
の
注
釈
と
並
び
称
さ
れ
る
一
本
で
あ
る
だ

け
に
、
こ
の
扱
い
は
少
々
物
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

軸

彊
．
普
冒
四
号
農
の
ご
餌
】
本
テ
ク
ス
ト
』
ミ
ミ
言
宝
蒼
皇
。
含
意
首
与
魯
や

曹
用
の
置
品
．
訊
禺
》
日
。
９
百
き
程
）
は
、
「
倶
舎
論
』
に
引
か
れ
る

経
や
律
な
ど
の
原
典
全
文
を
引
用
順
に
集
成
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、

「
倶
舎
論
」
研
究
資
料
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
有
部
系
阿
含
資
料
と
し
て

も
重
要
視
さ
れ
る
。
そ
の
全
貌
は
本
庄
良
文
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
・
編
墓
者
シ
ヤ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
（
留
日
四
昏
昌
の
ぐ
四
）

は
ネ
・
〈
ｌ
ル
出
身
の
人
。
本
庄
に
よ
れ
ば
礁
伽
行
派
系
に
属
す
る
と
い
う
。

、

偽
．
園
画
風
畠
魚
馨
Ｒ
ａ
２
Ｑ
ｃ
再
爵
⑯
、
司
員
勵
営
自
帥
自
曽
唐
曾
勧
亀
倉
本
章

は
資
料
編
を
中
心
と
し
て
お
り
、
こ
の
節
（
弓
．
爵
１
浬
）
で
世
間
品
か

ら
一
連
の
縁
起
経
典
（
本
庄
良
文
『
倶
舎
論
所
依
阿
含
全
表
Ｉ
』
私
家
版

届
匿
ゞ
。
胃
や
い
ｚ
○
．
鷺
ｌ
ｇ
経
に
相
当
）
を
関
連
資
料
と
と
も
に
紹
介

す
る
。

園
．
国
狩
呂
隠
電
碗
冒
肖
目
眉
目
烏
冒
】
仏
教
論
理
学
派
の
大
成
者
、
陣

那
（
目
唱
凋
い
）
の
手
に
な
る
こ
の
テ
ク
ス
ト
（
Ｆ
匠
侭
．
訊
麗
．
笥
○
目
’

百
．
き
場
）
は
、
先
に
見
た
↓
《
の
自
答
号
冨
日
蝕
》
》
の
作
品
と
同
様
『
倶

舎
論
』
の
抄
本
で
あ
り
、
原
典
の
内
容
を
三
分
の
一
ほ
ど
に
圧
縮
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
現
存
す
る
か
れ
の
著
作
の
な
か
で
は
最
も
独
創

性
に
乏
し
い
が
、
た
だ
し
《
↑
曾
岳
冒
冒
且
国
こ
に
は
欠
け
て
い
た
第

九
破
我
品
が
こ
ち
ら
に
は
あ
り
、
そ
の
抄
出
の
仕
方
に
は
独
特
の
性
格
が

見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
櫻
部
建
「
陣
那
に
帰
せ
ら
れ
た
倶
舎
論
の

一
綱
要
害
」
（
『
東
海
仏
教
』
醇
患
忠
）
に
よ
っ
て
よ
り
詳
細
に
報
告
さ

82



れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
陣
那
は
破
我
品
か
ら
、
①
プ
ド
ガ
ラ
な
く
し
て
仏

が
一
切
智
と
さ
れ
る
根
拠
、
②
命
者
に
つ
い
て
の
経
典
の
無
記
を
め
ぐ
る

解
釈
、
③
識
と
相
続
に
か
ん
す
る
議
論
、
④
無
我
説
に
お
け
る
業
因
。
業

果
の
関
連
性
、
と
い
う
四
つ
の
主
題
（
印
且
冒
昌
８
．
℃
や
』
雪
遮
ｇ
‐

合
Ｐ
合
鍔
亀
己
だ
け
を
取
り
あ
げ
、
他
を
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
①

と
②
は
犢
子
部
、
③
と
④
は
仏
教
以
外
の
学
派
に
対
す
る
批
判
か
ら
採
ら

れ
て
い
る
。

陣
那
は
犢
子
部
か
ら
世
親
の
も
と
に
転
向
し
た
と
い
う
伝
承
が
チ
ベ
ッ

ト
に
あ
る
が
、
そ
れ
が
事
実
な
ら
、
こ
こ
で
犢
子
部
批
判
が
も
っ
と
丁
寧

に
扱
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
（
言
．
国
鼻
さ
昌
口
錆
富
鍔
急
・
富
、
ミ
Ｒ
、
冒
碧
・

国
肖
ぐ
ゅ
ａ
ｏ
且
の
昇
巴
⑳
：
①
の
合
．
ｇ
弱
』
や
巴
。
本
章
は
こ
の
服
部
正

明
の
指
摘
を
紹
介
し
、
続
い
て
破
我
品
に
お
け
る
本
テ
ク
ス
ト
と
『
倶
舎

論
』
の
対
応
一
覧
表
を
示
す
（
や
計
）
。

な
お
本
書
に
よ
れ
ば
、
破
我
師
の
結
頌
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
も
と
本
テ

ク
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
誤
っ
て
『
倶
舎
論
』
本

論
に
混
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う

宕
戸
巨
且
目
①
Ｈ
《
《
Ｐ
号
①
晶
肖
田
切
口
＆
言
。
Ｐ
：
尋
国
風
圏
》
息
侭
）
。

と
い
う
の
は
清
弁
（
真
作
で
は
な
い
）
の
尋
書
き
旨
言
尋
ミ
愚
曽
§
、
倉
暑
‐

、
色
（
勺
①
匠
口
叩
留
置
』
門
＄
◆
篭
留
畢
と
己
丘
肖
目
①
口
骨
騨
の
胃
員
ご
ｓ
‐

農
雷
電
ｓ
言
（
弓
①
匠
侭
．
怠
囲
」
ｚ
ロ
．
弓
弓
）
が
と
も
に
同
偶
を
陣
那
に
帰

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
も
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
む
し
ろ

両
テ
ク
ス
ト
が
直
接
に
は
陣
那
の
抄
本
か
ら
こ
の
偶
を
引
用
し
た
た
め
に

生
じ
た
誤
解
と
考
え
る
尋
へ
き
だ
ろ
う
。

盃
．
弔
胃
目
画
く
胃
爵
四
国
亀
助
言
旨
胃
９
ヨ
ョ
①
爲
冒
ｑ
】
満
増
に
は
先
に

見
た
い
Ｐ
雷
ミ
ミ
ミ
目
蔑
昌
と
同
名
の
注
釈
が
も
う
一
本
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
（
勺
の
置
品
．
引
笥
】
目
。
ｇ
官
．
台
器
）
は
前
者
の
抄
本
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
具
．
中
村
隆
敏
「
プ
ー
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
の
『
随
相
論
」
抄

本
（
１
）
」
「
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
岳
〉
喧
亀
）
。
こ
れ
は
破
我
品
を

除
く
八
品
か
ら
成
り
、
最
後
の
定
品
の
み
章
題
を
欠
く
。

本
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
異
論
師
と
の
論
争
が
展
開
さ
れ
る

箇
所
を
多
く
取
り
あ
げ
て
い
る
点
に
特
色
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
な
お
北

京
版
で
は
そ
の
な
か
」
ロ
巳
冨
四
侭
説
な
る
も
の
が
九
回
ほ
ど
引
か
れ
る

（
弓
の
匡
口
中
日
目
肖
巨
．
画
や
画
Ｐ
吟
唾
④
い
い
騨
画
④
い
ず
卸
国
や
い
ウ
］
》
い
む
唱
煙
函
〕
四
・
つ
騨
蝉

ぢ
っ
思
い
臼
呂
》
巴
冒
ご
。
著
者
は
そ
れ
ら
が
チ
ヨ
！
不
版
で
は
い
ず
れ

も
》
ロ
扁
胃
砂
品
ｌ
留
侭
ｇ
ｇ
且
３
（
衆
賢
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の

う
ち
四
例
念
罵
隠
も
罵
昆
函
臼
農
』
筐
冒
Ｊ
は
称
友
（
言
○
四
ｇ
３
８
．

や
昌
吟
Ｐ
－
↓
昌
一
や
扇
④
）
一
．
ｇ
》
や
一
つ
鈩
話
．
］
唖
｝
や
３
ヌ
ー
．
画
巴
に

よ
っ
て
衆
賢
説
と
確
認
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
、
先
の
『
倶
舎
論
』
抄
本

曽
吋
ミ
ミ
ミ
賞
の
作
者
問
題
、
す
な
わ
ち
そ
れ
を
ぐ
冒
詳
凹
冒
昌
圖
で

は
な
く
の
自
警
号
冒
胃
四
と
見
な
す
た
め
の
傍
証
と
す
る
念
．
ご
‐
忠
）
。

旬
．
陸
弓
扉
己
彦
胃
目
勵
匂
鼻
胃
凹
胃
騨
丙
鈎
円
脚
匡
騨
四
国
昼
切
胃
闇
四
国
冒
月
凹
望
畠

こ
の
テ
ク
ス
ト
「
入
阿
毘
達
磨
論
』
（
勺
①
匡
品
．
訊
邉
｝
目
呂
○
百
．
き
易
）

は
、
厳
密
に
は
「
倶
舎
論
』
注
釈
文
献
と
は
見
な
せ
な
い
が
、
有
部
の
ダ

ル
マ
の
体
系
を
コ
ン
・
ハ
ク
ト
に
ま
と
め
た
教
義
綱
要
害
と
し
て
近
い
関
係

に
あ
る
た
め
こ
こ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
完
本
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
と

玄
葵
の
漢
訳
が
現
存
す
る
。
『
サ
ー
ラ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
（
己
①
匠
長
・
割
麗
）

日
呂
呂
巨
．
ち
君
）
は
そ
の
注
釈
書
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
み
残
さ
れ
て

い
る
。
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チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
「
入
阿
毘
達
磨
論
』
は
作
者
名
を
伝
え
な
い
が
、
本
書
は

漢
訳
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
際
四
目
巨
旨
（
塞
建
地
羅
）
作
と
し
、
ま
た
普

光
や
法
宝
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
か
れ
を
衆
賢
の
師
と
見
な
す
（
漢
文
に

か
ん
す
る
著
者
の
記
述
は
ご
印
口
ぐ
①
弄
胃
日
罰
胃
ミ
ミ
愚
烏
冒
号
ミ
ミ
や

§
畠
蒼
、
竜
呉
。
頁
①
瞬
息
§
旨
き
ミ
繋
争
員
萱
言
》
Ｆ
ｏ
ｐ
ぐ
巴
口
‐
旨
‐

ｚ
の
口
ぐ
①
』
岳
司
に
拠
っ
て
い
る
）
。
一
方
、
「
サ
ー
ラ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
』
の

作
者
は
不
明
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
際
騨
且
巨
富
と
い
う
名
が
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
か
ら
も
支

持
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
（
百
済
康
義
「
入
阿
昆
達
磨
論
の

注
釈
書
に
つ
い
て
」
「
印
仏
研
』
＄
ｌ
暘
届
忠
）
、
こ
れ
を
衆
賢
の
師
と

直
ち
に
同
一
視
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る

（
櫻
部
建
『
仏
教
語
の
研
究
」
文
栄
堂
、
京
都
、
忌
引
》
弓
．
］
巴
』
鴎
）
・

「
入
阿
毘
達
磨
論
」
の
構
成
は
八
句
義
（
勝
苗
圃
目
鼻
冒
）
説
、
す

な
わ
ち
五
瀧
と
三
無
為
か
ら
な
る
ダ
ル
マ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
体
系
に
基
づ
い

て
い
る
。
ま
ず
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
句
義
が
順
次
に
取
り
あ
げ
ら

れ
、
続
い
て
六
因
・
五
果
・
四
緑
へ
の
言
及
を
挾
ん
で
、
後
半
に
虚
空
・

非
択
滅
・
択
滅
と
い
う
三
句
義
が
解
説
さ
れ
る
。
本
書
で
は
そ
の
う
ち

六
因
説
と
想
句
義
に
当
た
る
箇
所
が
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
る
（
層
．
震
－

函
④
）
Ｏ剴
禺
助
胃
胃
曾
“
六
因
説
の
教
証
を
示
す
に
あ
た
っ
て
『
サ
ー
ラ

サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
弓
①
置
品
．
目
け
白
．
溺
号
）
は
言
う
《
六
因
を
ま
と
め
て

説
い
た
経
典
は
す
で
に
隠
没
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
後
に
再
び
「
神

を
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
」
（
冒
ｐ
Ｈ
ｐ
四
日
⑳
ご
厨
房
目
且
§
）
。
ま
た
現

存
す
る
別
の
諸
経
に
散
説
さ
れ
て
も
い
る
》
（
大
意
）
。
そ
こ
で
ひ
と
つ
ひ

と
っ
の
因
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
教
証
が
引
か
れ
る
。

こ
れ
と
同
趣
旨
の
解
説
は
称
友
疏
（
言
。
四
富
国
．
弓
．
］
寵
ｌ
］
忠
）
に

も
見
ら
れ
る
が
、
著
者
は
と
く
に
、
称
友
が
「
経
の
隠
没
」
説
だ
け
を
紹

介
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
テ
ク
ス
ト
が
「
神
々
に
よ
る
伝
授
」
と
い

う
解
釈
を
加
え
て
い
る
点
に
独
自
性
を
見
出
し
て
い
る
ｅ
，
誤
）
。
た
だ

し
評
者
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
『
順
正
理
論
』
に
《
余
師
は
言
う
、
六

因
の
義
が
説
か
れ
て
い
た
経
典
（
増
一
阿
含
の
増
六
）
は
久
遠
の
時
を
経

て
隠
没
し
た
が
、
尊
者
迦
多
桁
尼
子
た
ち
は
瞑
想
の
な
か
で
天
仙
よ
り
そ

れ
を
授
与
さ
れ
た
》
と
い
う
記
述
が
あ
り
（
仁
ｇ
）
、
著
者
の
言
う
「
神

受
」
説
は
こ
れ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。

剴
晦
◎
嵩
亀
罵
時
『
胃
“
員
劃
葛
勵
『
入
阿
毘
達
磨
論
」
に
お
け
る
想

句
義
の
解
説
弓
①
匡
品
．
弓
目
．
＄
ｇ
）
な
ら
び
に
『
サ
ー
ラ
サ
ム
ッ
チ

ャ
ヤ
』
（
勺
の
置
侭
．
目
目
．
器
医
ｌ
鶴
居
）
に
よ
る
注
釈
の
チ
ベ
ッ
ト
文
テ

ク
ス
ト
と
英
訳
。
注
記
に
お
い
て
「
倶
舎
論
』
お
よ
び
称
友
疏
が
比
較
さ

れ
る
。な
お
本
書
に
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
タ
イ
ト
ル
は
、
厳
密
に
は
、
雲
鼻
ミ
ミ
阜
恩
ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
亀
で
あ
る

（
池
田
練
太
郎
「
「
入
阿
毘
達
磨
論
』
と
そ
の
註
釈
書
」
『
印
仏
研
』
誤
‐

い
ら
雪
）
。
ま
た
教
義
の
細
部
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
し
ば
し
ば

『
ァ
ピ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
。
〈
』
と
著
し
い
類
似
を
見
せ
る
点
に
は
注
意
し
て

お
く
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
（
具
．
吉
元
信
行
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
』
法
蔵

館
、
京
都
、
后
圏
．
喝
念
ｌ
弓
）
。

密
．
聾
ご
国
弓
具
房
国
呉
茸
胃
号
旦
本
テ
ク
ス
ト
「
倶
舎
論
実
義
疏
』

令
①
匡
品
．
認
引
．
目
呂
○
百
．
虐
巴
）
は
、
現
存
イ
ン
ド
成
立
「
倶
舎
論
』
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注
釈
の
う
ち
で
最
も
大
部
な
一
本
で
あ
り
、
最
終
章
の
破
我
品
を
除
く
八

品
に
対
す
る
詳
細
な
注
釈
で
あ
る
。
作
者
は
琉
伽
行
派
の
学
匠
と
し
て
高

名
な
安
慧
（
煕
巨
国
日
ぃ
丘
〕
臼
？
田
ｓ
と
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
従

来
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
か
れ
の
生
涯
と
著
作
が
紹
介
さ
れ
る
（
弓
．

④
Ｃ
ｌ
や
画
）
ｏ

続
い
て
テ
ク
ス
ト
の
資
料
概
況
が
報
告
さ
れ
る
。
こ
の
『
実
義
疏
』
は

か
つ
て
漢
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
抄
出
本
と
見
な
せ
る
漢
訳
断
片
、

お
よ
び
漢
訳
か
ら
の
古
代
ウ
イ
グ
ル
語
訳
断
片
が
敦
埠
よ
り
出
土
し
て
い

る
。
完
本
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
だ
け
が
現
存
す
る
が
、
他
の
『
倶
舎

論
』
注
釈
が
み
な
西
蔵
大
蔵
経
の
「
阿
毘
達
磨
」
（
日
侭
○
口
目
）
部
に
収

め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
だ
け
は
な
ぜ
か
「
雑
」

（
の
ロ
騨
蔚
冒
鴨
）
と
い
う
最
後
の
部
門
に
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
奇
妙
な

こ
と
に
、
チ
ョ
ー
ネ
版
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
ｅ
，
窟
）
。

本
テ
ク
ス
ト
は
今
日
日
§
昌
嵐
言
患
萱
§
ミ
胃
畠
貝
息
言
運
ｓ
笥
蔚

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
逼
昏
量
尋
長
の

碁
侭
麹
ミ
ー
肉
亀
ｓ
冨
曾
ミ
と
題
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
書
名
は
「
順

正
理
論
』
の
別
名
『
倶
舎
雷
論
』
を
連
想
さ
せ
て
興
味
深
い
。
両
タ
イ
ト

ル
の
類
似
に
つ
い
て
は
わ
が
国
で
も
注
目
す
る
研
究
者
が
い
た
が
、
本
書

ｅ
・
程
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
初
め
て
注
意
を
促
し
た
の
は
ワ
シ
リ
エ

フ
（
ぐ
．
ぐ
儲
晨
①
く
》
切
謹
ａ
ｓ
酌
量
》
侭
○
号
電
苫
争
電
．
房
ざ
蚤
昔
弓
ミ
ミ
ミ
謹
冒
、

留
鳥
ロ
の
蔚
号
ロ
侭
房
＄
ゞ
ぐ
。
］
白
目
』
ロ
］
雪
）
ロ
○
３
．
ｓ
で
あ
る
と
い

』
【
ｊ
〆
。

な
お
続
い
て
本
書
（
君
．
程
Ｉ
閉
）
に
紹
介
さ
れ
る
奥
書
の
全
訳
を
含
め
、

以
上
の
関
連
情
報
は
、
わ
が
国
で
は
す
で
に
江
島
惠
教
「
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ

ィ
の
『
倶
舎
論
』
註
と
そ
の
周
辺
’
三
世
実
有
説
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
仏

教
学
」
ご
》
ｇ
誤
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ウ
イ
グ
ル
訳
に

つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
全
文
に
わ
た
る
日
本
語
訳
が
公
刊
さ
れ
た
（
庄
垣

内
正
弘
「
古
代
ウ
イ
グ
ル
文
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
実
義
疏
の
研
究
Ｉ
』
ｌ

『
Ⅲ
」
松
香
堂
、
京
都
、
届
筐
山
＄
鷺
こ
の
成
果
に
対
し
て
本
稿
筆
者

は
「
仏
教
学
セ
｛
、
、
ナ
ー
』
鯉
）
岳
巴
お
よ
び
「
史
学
雑
誌
』
ご
甲
Ｐ

ら
程
そ
れ
ぞ
れ
の
「
書
評
」
欄
に
詳
し
い
論
評
の
機
会
を
得
た
。
併
せ

て
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
）
。

チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
『
実
義
疏
』
が
し
ば
し
ば
翻
訳
を
断
念
し
て
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
文
を
そ
の
ま
ま
音
写
し
、
と
き
に
は
割
注
の
か
た
ち
で
訳
を
挿
入
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
音
写
に
は
意
味
不
明
瞭
な
も
の
も
少
な
く
な

い
こ
と
は
研
究
者
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
著
者
も
そ
の
訳
文

の
難
解
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
た
本
テ
ク
ス
ト
に
衆
賢
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
異
論
師
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
』
勺
昏
樹
冨
》
』
ｇ
侭
切
Ⅱ

賃
箇
箇
３
と
い
う
今
日
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
論
師
の
見
解
が
、
界
品

だ
け
で
も
八
回
弓
①
匿
掲
．
日
○
．
筐
爵
〕
誤
鼠
》
怠
匡
・
虐
毘
ゞ
認
農
ゞ

曾
葛
」
司
毘
》
誤
農
）
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
こ
れ
に
つ

い
て
は
松
涛
泰
雄
「
目
騨
＃
ご
弾
Ｈ
ｇ
に
お
け
る
異
論
師
説
（
１
）
」
『
印
仏

研
』
鴎
ｌ
］
・
忌
電
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）
、
さ
ら
に
テ
ク
ス
ト
の
記

述
が
満
増
釈
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
称
友
と
も
対
応
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
な
ど
が
続
け
て
報
告
さ
れ
、
そ
の
詳
細
な
比
較
研
究
が
今
後
の
課
題
と

さ
れ
る
念
．
謡
）
。

“
・
局
蜀
ミ
ミ
昌
吻
津
曾
印
。
旨
き
⑯
宮
．
自
蔵
営
負
吻
負
ミ
罵
曾
動
乱
圏
本
節
で

は
『
倶
舎
論
』
第
三
章
世
間
品
に
見
ら
れ
る
世
親
の
十
二
縁
起
観
弓
国
‐
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本
書
は
最
後
に
昌
男
ｇ
目
昌
鼠
冒
唖
詞
①
目
胃
冨
（
や
］
屋
）
を
設
け

て
こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
た
諸
文
献
を
再
び
手
短
に
概
観
し
、
そ
れ
ら
の
な

か
で
も
称
友
疏
こ
そ
『
倶
舎
論
」
の
注
釈
学
的
伝
統
の
冨
唱
の
黒
色
。
宮
の
‐

ぐ
①
日
の
具
で
あ
る
、
と
い
う
著
者
の
見
解
を
も
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
で
残
さ
れ
て
い
る
『
倶
舎
論
』
関
連
文
献
の
量
は
膨
大
で

あ
り
、
そ
の
全
て
を
一
挙
に
扱
う
に
は
自
ず
と
限
り
が
あ
る
。
本
書
は
各

文
献
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
伝
え
る
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ぶ
と
い
う
手

法
を
と
っ
て
い
る
が
、
対
象
の
数
が
多
す
ぎ
て
個
為
の
考
察
が
や
や
浅
く

な
っ
た
観
は
否
め
な
い
。
た
と
え
ば
第
二
部
の
最
終
章
で
安
慧
釈
世
間
品

か
ら
十
二
縁
起
の
解
説
を
紹
介
し
、
注
記
に
お
い
て
「
倶
舎
論
』
、
称
友
、

満
増
の
対
応
箇
所
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
が
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。

ま
た
先
に
も
述
・
へ
た
よ
う
な
、
漢
文
諸
資
料
お
よ
び
日
本
語
論
文
の
成

果
を
ほ
と
ん
ど
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
情
報
不
足
も
惜
し
ま

れ
る
。
も
っ
と
も
著
者
が
東
欧
の
出
身
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
わ

目
凹
目
８
．
弓
．
］
窓
ｌ
辰
ｅ
の
英
訳
と
、
そ
れ
に
対
す
る
安
慧
釈
の
チ
ベ

ッ
ト
文
校
訂
テ
ク
ス
ト
が
資
料
編
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
安
慧
釈
に

は
満
増
釈
の
対
応
箇
所
が
示
さ
れ
、
重
要
な
部
分
に
は
英
訳
が
付
さ
れ
て

い
る
含
己
麗
ｌ
ロ
ｓ
ｏ

四

が
国
に
お
け
る
今
日
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
が
、
た
と
え
ば
本
書
に
活
用
さ

れ
て
い
る
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
の
シ
ｇ
菖
冒
時
目
魚
‐
煕
巨
Ｓ
ｏ
ｐ
な
ど
、
欧
米

圏
で
の
貴
重
な
成
果
を
十
分
に
反
映
し
え
て
い
る
か
、
と
い
う
点
ぞ
考
え

る
と
、
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
日
本
の
研
究
者
も
今
後
は
も
っ
と
欧
文
に

よ
る
論
文
発
表
の
機
会
を
増
や
し
、
海
外
の
研
究
者
と
の
交
流
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
反
省
を
促
す
意
味
で
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の

課
題
と
も
な
ろ
う
。

と
は
い
え
、
上
述
し
た
よ
う
な
資
料
的
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
の

水
準
で
本
研
究
を
ま
と
め
え
た
著
者
の
力
量
に
は
敬
服
し
た
い
。
ア
ビ
ダ

ル
マ
文
献
の
研
究
史
は
長
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
関
連
文
献
は
未
だ
解
明
さ

れ
る
《
へ
き
問
題
を
多
く
残
し
て
い
る
。
本
書
が
こ
の
分
野
に
対
す
る
内
外

の
関
心
を
さ
ら
に
集
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
後
大
い
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。
（
炉
冒
壱
ミ
后
置
）

＊
本
書
評
で
は
本
書
中
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
す
篝
へ
て
ワ
イ

リ
ー
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

旨
四
吋
の
戸
昌
①
宕
門
』
『
宮
曾
ｓ
魚
雷
員
署
亀
の
込
守
萱
へ
尊
忌
ご
令
旨
討
○
胃
ミ
ミ

碁
恥
○
ｓ
倉
蒼
雷
一
言
患
鴎
、
蔦
の
ミ
ご
ｍ
包
弓
ご
尋
、
目
色
富
一
屋
獄

炉
岸
と
口
。
ｚ
①
ロ
山
口
ｅ
９
日
①
、
含
己
苛
］
〕
ｚ
Ｈ
，
侮
々

甸
矧
曾
旨
の
篇
目
の
拭
く
日
旨
い
⑳
首
再
演
Ｐ
拝
】
ら
④
民
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